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は
じ
め
に
　
　

　
東
南
ア
ジ
ア
島
嶼
部
で
王
国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
が
始
ま
っ
た
の
は

一
三
世
紀
末
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
か
ら
ム
ス
リ
ム
商

人
は
こ
の
地
域
に
到
達
し
て
い
た
が
、
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア

チ
ェ
州
ロ
ク
ス
マ
ウ
ェ
に
現
存
す
る
サ
ム
ド
ゥ
ラ
・
パ
サ
イ
王
国
の

王
の
墓
が
、
年
号
が
明
記
さ
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
で
最
も
古
い
イ
ス

ラ
ー
ム
式
の
墓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
の
誕
生
は

一
三
世
紀
と
説
明
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
非
常
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ス

ピ
ー
ド
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
東
南
ア
ジ
ア
島
嶼
部
に
広
が
り
、
一
五

世
紀
に
東
南
ア
ジ
ア
海
域
世
界
の
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
と
し

て
最
盛
期
を
迎
え
た
マ
ラ
ッ
カ
王
国
が
マ
レ
ー
語
・
マ
レ
ー
文
化
と

イ
ス
ラ
ー
ム
を
広
め
る
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
一
七
世
紀
半
ば
に

は
ジ
ャ
ワ
を
支
配
す
る
マ
タ
ラ
ム
王
国
の
王
が
、
ス
ル
タ
ン
を
自

称
し
、
暦
を
シ
ャ
カ
暦
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
に
改
め
た
［
弘
末
　

一
九
九
九
］。
や
は
り
一
七
世
紀
に
は
じ
ま
っ
た
西
欧
諸
国
の
進
出

は
、
一
九
世
紀
中
葉
に
本
格
的
な
植
民
地
経
営
に
変
わ
っ
て
い
き
、

植
民
地
国
家
が
誕
生
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、一
九
世
紀
後
半
に
は
、

　
論
文

　
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
展
開
と
キ
タ
ー
ブ
文
献
の
成
立

　
　
　

菅
　
原
　
由
　
美

キ
ー
ワ
ー
ド

　
イ
ス
ラ
ー
ム
化
　
マ
レ
ー
語
　
出
版
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東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
展
開
と
キ
タ
ー
ブ
文
献
の
成
立
（
菅
原
）

社
会
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
化
の
進
行
が
メ
ッ
カ
巡
礼
者
の
漸
増
と

在
野
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
寄
宿
学
校
の
急
増
と
い
う
か
た
ち
で
、

顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
［
菅
原
　
二
〇
一
三
、

六
一
―
六
三
頁
］。

　
各
地
で
の
イ
ス
ラ
ー
ム
寄
宿
学
校
の
増
加
に
伴
い
、
学
校
で
使

用
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
の
教
科
書
の
需
要
も
急
増
し
、
そ
の
結

果
、
イ
ス
ラ
ー
ム
書
は
そ
れ
ま
で
手
で
書
き
写
さ
れ
て
い
た
も
の
か

ら
、
出
版
本
が
購
入
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
科
書

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、
中
東
で
出
版
さ
れ
、
や
が
て
ジ
ャ

ワ
で
も
出
版
さ
れ
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
、
数
と
と
も
に
種
類
も
社

会
の
需
要
に
合
わ
せ
、
多
様
化
し
た
。
本
稿
は
、
一
九
世
紀
後
半
か

ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学

書
（
キ
タ
ー
ブ
）
文
献
の
成
立
過
程
を
通
し
て
、
当
時
の
イ
ス
ラ
ー

ム
化
の
様
相
を
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
で
現
在
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム

諸
学
の
教
科
書
は
、
現
在
一
般
に
キ
タ
ッ
ブ
・
ク
ニ
ン 
（kitab 

kuning

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
発
音
で
は
、

kitab

は
「
キ
タ
ッ
ブ
」
と
い
う
音
に
近
い
。kitab

は
本
、
特
に

宗
教
関
係
書
物
を
意
味
し
、kuning

は
黄
色
と
い
う
意
味
を
表
す
。

つ
ま
り
、
直
訳
す
る
と
「
黄
色
い
宗
教
書
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

こ
の
黄
色
は
、書
物
に
用
い
ら
れ
て
い
る
紙
の
色
で
あ
る
。イ
ス
ラ
ー

ム
諸
学
書
は
、
前
述
の
通
り
、
ま
ず
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
て
、
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
輸
入
さ
れ
始
め
た
当
時
、
こ
の
書
物
の
紙

は
黄
土
色
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
宗
教
書
を
出
版
・
印
刷
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
一
般
書
籍
が
白
紙
で
出
版
さ
れ
て
い
る
現

在
に
お
い
て
も
、「
慣
例
」
に
従
い
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
の
教
科
書

は
「
黄
色
い
」
紙
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、キ
タ
ッ
ブ
・

ク
ニ
ン
と
い
う
呼
び
名
が
定
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
以

降
、
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
一
般
に
合
わ
せ
、
キ
タ
ー
ブ
と
記
述
す
る
。

　
キ
タ
ー
ブ
に
関
す
る
記
録
や
研
究
は
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
時
代

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ベ
ル
フ
が
一
九
世
紀
末
の
イ
ス

ラ
ー
ム
寄
宿
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
る
キ
タ
ー
ブ
の
タ
イ
ト
ル
を

五
〇
点
ほ
ど
記
録
し
て
い
る
が
、
一
部
の
プ
サ
ン
ト
レ
ン
に
限
ら

れ
る
上
に
、
タ
イ
ト
ル
も
不
正
確
な
も
の
が
多
い
［Berg 1886

］。

一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
、
ブ
ラ
イ
ネ
ッ
セ
ン
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の

K
oninklijk Instituut voor Taal-, Land- en Volkenkunde 

(K
ITLV)

図
書
館
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
各
地
と
南
タ

イ
の
パ
タ
ニ
で
購
入
し
た
九
〇
〇
点
あ
ま
り
の
キ
タ
ー
ブ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
作
り
（
現
在
は
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
附
属
図
書
館
に
移
管
）、

現
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
寄
宿
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
書

の
分
類
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
キ
タ
ー
ブ
の
種
類
や
内
容
が

わ
か
り
、
そ
の
結
果
、
一
九
世
紀
の
ベ
ル
フ
の
記
録
に
あ
る
キ
タ
ー

ブ
が
今
な
お
、
現
地
社
会
で
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た 

［Bruinessn 1990

］。
ま
た
、
プ
ラ
ウ
ド
フ
ッ
ト
が
、
シ
ン
ガ
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ポ
ー
ル
の
全
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
マ
レ
ー
諸
語
の
出
版
物
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
、
マ
レ
ー
諸
語
出
版
物
の
歴
史

を
分
析
し
た
［Proudfoot 1993

］。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か

に
は
、
多
く
の
キ
タ
ー
ブ
・
ク
ニ
ン
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ヘ
ー
ル
は

世
界
各
地
、
特
に
中
東
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
東
南
ア
ジ

ア
ウ
ラ
マ
ー
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
キ
タ
ー
ブ
（
写
本
及
び
出
版
物
）

の
情
報
を
収
集
し
、
五
二
ペ
ー
ジ
の
「
簡
易
」
リ
ス
ト
を
作
成
し
た

［H
eer 2012

］ 

。
こ
の
リ
ス
ト
は
特
に
、
写
本
の
情
報
が
貴
重
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
川
島
は
二
〇
〇
七
年
度
よ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
各
地
、
及
び
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
現
在
販
売

さ
れ
て
い
る
二
五
〇
〇
点
以
上
の
キ
タ
ー
ブ
を
収
集
し
、
上
地
大
学

図
書
館
に
キ
タ
ー
ブ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
、
カ
タ
ロ
グ
を
出
版
し

た
［K

aw
ashim

a 2010, 2015

］
（
１
）。
こ
う
し
て
、
現
在
東
南
ア
ジ

ア
で
使
用
さ
れ
て
い
る
キ
タ
ー
ブ
資
料
は
十
分
な
数
が
集
ま
っ
て
き

て
い
る
が
、
キ
タ
ー
ブ
群
生
成
の
歴
史
は
、
出
版
社
に
も
、
公
文
書

に
も
記
録
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
ゆ
え
に
、
不
明
な
部
分
が
多

い
。
本
稿
は
、
上
記
三
つ
の
カ
タ
ロ
グ
・
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い

る
出
版
情
報
と
、
筆
者
が
上
智
大
学
キ
タ
ー
ブ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
制

作
時
に
お
こ
な
っ
た
現
地
調
査
結
果
を
資
料
と
し
て
、
キ
タ
ー
ブ
群

の
歴
史
の
一
部
を
跡
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
（
２
）
。

 

一
　
キ
タ
ー
ブ
概
要

　
東
南
ア
ジ
ア
島
嶼
部
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
寄
宿
学
校
が
各
地
に

存
在
し
て
い
た
。
地
域
に
よ
っ
て
「
ダ
ヤ
（dayah

）」、「
ス
ラ

ウ
（surau

）」、「
ポ
ン
ド
ッ
ク( pondok)

」、「
プ
サ
ン
ト
レ
ン

（pesantren

）」
な
ど
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ

い
て
学
ぶ
生
徒
が
周
辺
地
域
か
ら
集
ま
り
、
知
的
中
心
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
起
源
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
特
に
、
一
九
世
紀
か
ら

二
〇
世
紀
に
か
け
て
、
メ
ッ
カ
巡
礼
者
が
増
え
る
と
同
時
に
、
こ
の

寄
宿
学
校
も
急
増
し
た
。
ベ
ル
フ
に
よ
れ
ば
、一
九
世
紀
後
半
、ジ
ャ

ワ
と
マ
ド
ゥ
ラ
に
は
一
万
五
〇
〇
〇
〜
二
万
の
寄
宿
学
校
と
二
〇
万

人
以
上
の
生
徒
が
い
た
。
そ
の
五
分
の
四
は
子
供
向
け
の
学
校
で
、

残
り
が
イ
ス
ラ
ー
ム
学
の
基
礎
と
ア
ラ
ビ
ア
語
を
教
え
る
学
校
で
あ

り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
や
神
学
に
つ
い
て
専
門
的
に
学
べ
る
学
校
は

二
〇
〇
〜
三
〇
〇
校
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
［Berg 1886

］。

　
キ
タ
ー
ブ
は
、
主
に
こ
の
寄
宿
学
校
で
用
い
ら
れ
て
き
た
。
キ

タ
ー
ブ
に
は
、
一
．
ア
ラ
ビ
ア
語
原
書
と
、
二
．
ア
ラ
ビ
ア
語
原
書

の
テ
キ
ス
ト
に
加
え
て
、
欄
外
に
翻
訳
や
注
釈
が
載
っ
て
い
る
キ

タ
ー
ブ
と
、
三
．
幾
つ
か
の
ア
ラ
ビ
ア
語
原
書
を
元
に
、
地
域
で
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
編
集
・
執
筆
し
た
新
し
い
キ
タ
ー
ブ
の
三
種
類

が
あ
る
（
３
）
。
解
説
や
注
釈
は
、
現
地
語
の
場
合
と
ア
ラ
ビ
ア
語
に
よ
る

場
合
の
二
種
類
が
存
在
す
る
。
こ
の
場
合
、
現
地
語
と
は
、
多
く
の
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東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
展
開
と
キ
タ
ー
ブ
文
献
の
成
立
（
菅
原
）

場
合
、
マ
レ
ー
語
（
ム
ラ
ユ
語 bahasa M

elayu

）
を
指
す
。
マ

レ
ー
語
は
、
東
南
ア
ジ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
共
通
語
で
あ
り
、
ジ
ャ

ウ
ィ
（Jaw

i
）
と
呼
ば
れ
る
ア
ラ
ビ
ア
文
字
で
表
記
さ
れ
て
い
た
（
４
）
。

マ
レ
ー
語
で
書
か
れ
た
キ
タ
ー
ブ
は
、キ
タ
ッ
ブ
・
ジ
ャ
ウ
ィ（kitab 

Jaw
i

）
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
ら
の
キ
タ
ー
ブ
は
、
必
要
に
応
じ
て
、

マ
レ
ー
語
か
ら
さ
ら
に
様
々
な
現
地
語
に
も
翻
訳
さ
れ
た
。
ジ
ャ

ウ
ィ
は
マ
レ
ー
語
以
外
に
、
ア
チ
ェ
語
、
ガ
ヨ
語
、
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ

語
、
ス
ン
ダ
語
、
ジ
ャ
ワ
語
、
ブ
ギ
ス
・
マ
カ
ッ
サ
ル
語
、
ゴ
ロ
ン

タ
ロ
語
、
テ
ル
ナ
テ
語
、
ウ
ォ
リ
オ
語
、
タ
ウ
ス
グ
語
、
マ
ラ
ナ
オ

語
、
イ
ラ
ヌ
ン
語
、
マ
ギ
ン
ダ
ナ
オ
語
、
チ
ャ
ム
語
な
ど
の
、
主
に

東
南
ア
ジ
ア
島
嶼
部
各
地
の
地
方
語
で
用
い
ら
れ
、
特
に
、
ア
ラ
ビ

ア
文
字
（
ジ
ャ
ウ
ィ
文
字
）
表
記
の
ジ
ャ
ワ
語
は
ペ
ゴ
ン
（pegon

）、

ブ
ギ
ス
・
マ
カ
ッ
サ
ル
語
は
セ
ラ
ン（seran

）と
呼
ば
れ
た
。
キ
タ
ー

ブ
は
戦
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
や
マ
レ
ー
シ
ア
語
が
国
語
と
し
て
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
一
部
ラ
テ
ン
文
字
（
ロ
ー
マ
字
）
で

も
書
か
れ
る
よ
う
に
も
な
る
が
、
多
く
は
今
で
も
ア
ラ
ビ
ア
文
字
が

使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
解
説
・
注
釈
や
翻
訳
も
含
め
て
、キ
タ
ー
ブ
に
は
次
の
よ
う
な
ジ
ャ

ン
ル
が
存
在
す
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
（
フ
ィ
ク
フfiqh / fikih

）、

法
学
理
論
（
ウ
ス
ー
ル
・
ア
ル
・
フ
ィ
ク
フusul al-fiqh

）
（
５
）、

イ

ス
ラ
ー
ム
神
学
（
タ
ウ
ヒ
ー
ドtaw

hid / tauhid

、
ア
キ
ー
ダ

aqida/ akida

）、
ア
ラ
ビ
ア
語
文
法
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
（
タ

サ
ウ
フtasaw

w
uf / tasaw

uf

）・
道
徳
、
ク
ル
ア
ー
ン
解
釈
（
タ

フ
シ
ー
ルtafsir

）、
ハ
デ
ィ
ー
ス
（hadith / hadis

）、
聖
者
伝
、

祈
り
な
ど
で
あ
る
。
最
も
数
が
多
い
の
は
、
フ
ィ
ク
フ
で
あ
る
。
法

学
書
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
宗
教
学
者
が
翻
訳
・
注
釈
書
を
書
き
始
め

た
一
六
世
紀
か
ら
す
で
に
存
在
し
、
一
九
世
紀
に
す
で
に
主
要
な

ジ
ャ
ン
ル
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
法
学
は
、
日
常

生
活
の
中
で
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
、
推
奨
さ
れ
て
い
る
行
為
を

学
ぶ
、
最
も
身
近
で
必
要
な
学
問
で
あ
る
た
め
、
マ
レ
ー
語
だ
け
で

な
く
、
多
く
の
地
方
語
で
翻
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
ベ
ル
フ
が
一
九
世
紀
末
に
調
査
し
た
際
に
宗
教
寄
宿
学
校
で
用
い

ら
れ
て
い
た
キ
タ
ー
ブ
五
〇
冊
の
タ
イ
ト
ル
は
、一
六
冊
（
三
二
％
）

が
法
学
、一
四
冊（
二
八
％
）が
ア
ラ
ビ
ア
語
文
法
、一
〇
冊（
二
〇
％
）

が
神
学
、
七
冊
（
一
四
％
）
が
神
秘
主
義
、
三
冊
（
六
％
）
が
ク
ル

ア
ー
ン
解
釈
と
な
っ
て
い
る
［Berg 1886

］。

　
前
述
の
ブ
ラ
イ
ネ
ッ
セ
ン
が
一
九
九
〇
年
に
収
集
し
た
出
版

キ
タ
ー
ブ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
訳
は
、
法
学
二
〇
％
、
神
学

一
七
％
、
ア
ラ
ビ
ア
語
文
法
一
二
％
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
八
％
、
神

秘
主
義
七
％
、
道
徳
六
％
、
祈
り
五
％
、
聖
者
伝
六
％
で
あ
っ

た
［Bruinessen 1990, p.229

］。
言
語
別
で
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語

五
五
％
、
マ
レ
ー
語
二
二
％
、
ジ
ャ
ワ
語
一
三
％
、
ス
ン
ダ
語
四
％
、

マ
ド
ゥ
ラ
語
二
・
五
％
、
ア
チ
ェ
語
〇
・
五
％
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

二
％
で
あ
っ
た
（
６
）
。
上
智
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
カ
タ
ロ
グ
化
さ
れ
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て
い
る
キ
タ
ー
ブ
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
法
学
お
よ
び

法
理
論
二
二
・
四
％
、
ア
ラ
ビ
ア
語
文
法
一
八
・
二
％
、
神
秘
主
義
・

道
徳
一
六
・
八
％
、
神
学
一
五
・
一
％
、
祈
り
六
・
五
％
、
ハ
デ
ィ
ー

ス
及
び
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
六
・
五
％
、
コ
ー
ラ
ン
解
釈
・
解
釈
学
六
・

一
％
、
聖
者
伝
六
％
、
哲
学
一
・
三
％
な
ど
で
あ
る
。
言
語
別
で
は
、

ア
ラ
ビ
ア
語
が
五
三
・
七
％
、
マ
レ
ー
語
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
）
が

一
八
・
三
％
、
ジ
ャ
ワ
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語
併
用
一
〇
・
六
％
、
マ
ド
ゥ

ラ
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語
併
用
四
・
三
％
、
ジ
ャ
ワ
語
四
％
、
マ
レ
ー
語
・

ア
ラ
ビ
ア
語
併
用
二
・
八
％
、ス
ン
ダ
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語
併
用
一
・
五
％

な
ど
で
あ
る
［K

aw
ashim

a 2012, 2015

］。

　
こ
れ
ら
キ
タ
ー
ブ
と
し
て
出
版
さ
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
原
書
は
、

様
々
な
時
代
に
書
か
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
の
基
本
書
で
あ
る
。
例

え
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
で
最
も
古
く
か
ら
読
ま
れ
、
そ
し
て
今
で
も

最
も
有
名
な
書
物
は
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
（Abu H

am
id al-G

hazali 
1058-1111

）
の
著
書Ihya’ ‘U

lum
 al-D

in , B
idayat al-

H
idayah , M

inhaj al-‘Abidin

の
三
冊
で
あ
る
。
こ
の
三
冊
は
、

マ
レ
ー
語
を
は
じ
め
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
語
で
多
く
の
解
説
、
注

釈
書
、
翻
訳
な
ど
が
書
か
れ
、
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ブ
ン
・

ア
タ
ー
・
ア
ッ
ラ
ー
・
イ
ス
カ
ン
ダ
ー
リ
ー( Ibn ‘Ata’ Allah al-

Iskandari 1259-1310)

に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
、
ス
ー
フ
ィ
ー

の
箴
言
集
と
言
わ
れ
るH

ikam

も
現
在
ま
で
非
常
に
人
気
が
高
い
。

　
こ
の
よ
う
な
ア
ラ
ビ
ア
語
原
書
に
対
し
、
マ
レ
ー
語
で
解
説
・
注

釈
・
翻
訳
を
お
こ
な
う
学
者
が
一
七
世
紀
に
、
ま
ず
ス
マ
ト
ラ
の
ア

チ
ェ
に
登
場
し
、
彼
ら
は
新
し
い
キ
タ
ー
ブ
を
作
り
出
し
た
。
一
般

に
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
解
釈
と
し
て
は
、
通
称
「
ジ
ャ

ラ
ラ
イ
ン
」
の
名
で
知
ら
れ
るTafsir Jalalain 

が
有
名
で
あ
り
、

こ
れ
は
ジ
ャ
ラ
ル
デ
ィ
ン･

ア
ル
・
マ
ハ
リ
及
び
ジ
ャ
ラ
ル
デ
ィ
ン
・

ア
ル
・
ス
ユ
テ
ィ 

（Jalal al-D
in al-M

ahalli, Jalal al-D
in al-

Suyuti

） 

に
よ
っ
て
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
初
め
に
執
筆
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
一
七
世
紀
に
ア
チ
ェ
の
宗
教
学
者
ア

ブ
ド
ゥ
ル
ラ
ウ
フ
・
シ
ン
キ
ー
リ
ー
／
シ
ャ
・
ク
ア
ラ
（‘ Abd al-

R
a’uf ibn ‘ A

li al-Jaw
i al-Fansuri al-Singkili / Teungku 

Syiah K
uala 1615-1693

）
が
マ
レ
ー
語
に
編
集
翻
訳
し
た
。
彼

が
著
し
たTarjum

an al-M
ustafid

は
東
南
ア
ジ
ア
で
最
初
の
現

地
語
に
よ
る
タ
フ
シ
ー
ル
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
中
東
で
も
出

版
さ
れ
た
マ
レ
ー
語
キ
タ
ー
ブ
の
代
表
で
あ
る
（
７
）
。
ヘ
ー
ル
の
カ
タ

ロ
グ
に
出
て
く
る
シ
ン
キ
ー
リ
ー
の
著
作
は
、
三
三
タ
イ
ト
ル
あ

る
［H

eer 2012, pp.12-15

］。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
一
九
世
紀
に

出
版
が
確
認
で
き
る
の
は
、Tarjum

an al-M
ustafid, M

aw
a‘iz 

al-B
adi‘ah

の
二
タ
イ
ト
ル
の
み
で
あ
る
。
一
七
世
紀
の
ア
チ
ェ

に
は
も
う
一
人
重
要
な
ウ
ラ
マ
ー
が
い
る
。
イ
ン
ド
の
グ
ジ
ャ
ラ
ー

ト
出
身
で
、
ア
チ
ェ
の
宮
廷
で
活
躍
し
た
ヌ
ル
デ
ィ
ン
・
ラ
ニ
ー
リ

（N
ur al-D

in M
uham

m
ad ibn ‘ Ali Janji ibn M

uham
m

ad 
H

am
id al-Raniri / N

uruddin al-Raniri 

一
六
五
八
年
死
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去
）
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
彼
も
多
く
の
キ
タ
ー
ブ
を
執
筆
し

て
い
る
。
一
八
世
紀
以
降
は
東
南
ア
ジ
ア
各
地
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー

達
が
、
マ
レ
ー
語
に
よ
る
キ
タ
ー
ブ
執
筆
を
さ
ら
に
活
発
に
お
こ

な
っ
た
。
パ
レ
ン
バ
ン
出
身
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
サ
マ
ド
・
パ
レ
ン
バ
ー

ニ
ー
（‘ Abd al-Sam

ad al-Jaw
i al-Palim

bani 1704-1789

）、

一
九
世
紀
に
は
、
バ
ン
ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
出
身
の
ア
ル
シ
ャ
ド
・
バ
ン

ジ
ャ
ー
リ
ー
（M

uham
m

ad Arshad al-Banjari 

一
八
一
二
年

死
去
？
）、
パ
タ
ニ
出
身
の
ダ
ウ
ド
・
パ
タ
ー
ニ
ー
（D

aw
ud ibn 

‘ Abd Allah ibn Idris al-Fatani / D
aud Patani

一
八
四
五
年

死
去
）
な
ど
が
多
く
の
書
物
を
執
筆
し
た
。
バ
ン
テ
ン
出
身
の
ウ
マ

ル
・
ナ
ワ
ウ
ィ
・
ジ
ャ
ウ
ィ
・
バ
ン
タ
ニ
ー
／
ナ
ワ
ウ
ィ
・
バ
ン

テ
ン
（M

uham
m

ad ibn ‘ U
m

ar ibn ‘ Arabi al-N
aw

aw
i al-

Jaw
i al-Bantani / N

aw
aw

i Banten 1813-1897) 

は
ア
ラ
ビ

ア
語
で
、
ス
ラ
マ
ラ
ン
出
身
の
サ
レ
・
ウ
マ
ル
・
サ
マ
ラ
ー
ニ
ー
／

サ
レ
・
ダ
ラ
ッ
ト
・
ス
マ
ラ
ン
（M

uham
m

ad Salih ibn ‘ U
m

ar 
al-Sam

arani /Saleh D
arat Sem

arang 

一
九
〇
三
年
死
去
？
）

は
ジ
ャ
ワ
語
で
多
く
の
キ
タ
ー
ブ
を
残
し
た
。

二
　
一
九
世
紀
後
半
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ボ
ン
ベ
イ
に
お
け
る

　
　
キ
タ
ー
ブ
出
版

　
前
述
の
通
り
、
ジ
ャ
ウ
ィ
の
キ
タ
ー
ブ
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ボ
ン
ベ
イ
で
出
版
が
始
ま
っ
た
。
は
じ
め
は
マ
レ
ー

語
で
出
版
が
始
ま
り
、
次
第
に
ジ
ャ
ワ
語
や
ス
ン
ダ
語
な
ど
の
地
方

言
語
で
も
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、

メ
ッ
カ
巡
礼
の
通
過
点
で
あ
っ
た
た
め
に
、
多
く
の
人
が
こ
の
地
を

利
用
し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
統
治
下
で
比
較
的
出
版
検
閲
規
制
が

緩
か
っ
た
た
め
に
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域
向
け
の
新
聞
・
雑
誌
な
ど

の
定
期
刊
行
物
の
多
く
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
出
版
さ
れ
た
［Laffan 

2003, p.149

］。
ま
た
、
ボ
ン
ベ
イ
も
一
八
九
〇
年
以
降
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
と
と
も
に
重
要
な
出
版
地
と
な
っ
た
［Proudfoot 1994

］。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
キ
タ
ー
ブ
出
版
社
の
多
く
は
、
ジ
ャ
ワ
の
北
海

岸
出
身
の
ジ
ャ
ワ
人
に
よ
り
経
営
さ
れ
て
い
た
。
プ
ラ
ウ
ド
フ
ッ
ト

の
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
出
版
者
と
し
て
、
ス
マ
ラ
ン
出
身
の
サ
イ
ド
・

ビ
ン
・
ア
ル
シ
ャ
ド
（H

. M
. Said bin H

. M
. A

rsyad

）、
ル
ン

バ
ン
出
身
の
シ
ラ
ジ
・
ビ
ン
・
サ
レ
（H

. M
. Siraj bin H

. M
. 

Salih

）
と
そ
の
兄
弟
シ
デ
ィ
ッ
ク
・
ビ
ン
・
サ
レ
（H

. M
. Sidik 

bin Salih

）、
パ
テ
ィ
出
身
の
タ
イ
ブ
・
ビ
ン
・
ザ
イ
ン
（H

. M
. 

Taib bin H
. M

. Zain

）の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
当
時
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
住
む
ム
ス
リ
ム
の
五
分
の
一
は
ジ
ャ
ワ
人
で
、
彼
ら
は
メ
ッ
カ

巡
礼
後
に
、
ハ
ッ
ジ
の
称
号
を
持
ち
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
始
め
た
人
々
で
あ
っ
た 

［Proudfoot 1993, pp.44-45

］。
マ
ッ

ク
グ
リ
ン
に
よ
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
出
版
さ
れ
て
い
た
キ
タ
ー

ブ
の
リ
ス
ト
に
は
、
一
四
〇
以
上
の
タ
イ
ト
ル
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た 
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［M
cG

lynn 1993

］。
筆
者
が
入
手
し
た
ボ
ン
ベ
イ
の
ア
ル
・
カ
リ
ー

ム
と
い
う
出
版
社
の
ジ
ャ
ウ
ィ
・
キ
タ
ー
ブ
の
リ
ス
ト
に
は
五
〇
〜

六
〇
の
タ
イ
ト
ル
、
プ
ラ
ウ
ド
フ
ッ
ト
の
リ
ス
ト
に
は
五
三
タ
イ
ト

ル
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
［Sugahara 2009; Proudfoot 1994

］。

　
プ
ラ
ウ
ド
フ
ッ
ト
の
カ
タ
ロ
グ
の
な
か
に
発
見
で
き
る
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
出
版
の
最
も
古
い
キ
タ
ー
ブ
は
、
一
八
五
九
年
に
出
版
さ
れ

た
、
ア
ル
シ
ャ
ド
・
バ
ン
ジ
ャ
ー
リ
ー
に
よ
る
法
学
書Sabil al-

M
uhtadin

で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
一
五
世
紀
カ
イ
ロ
の
ザ
カ
リ

ヤ
・
ア
ン
サ
リ
（Zakariya al-Ansari

）
の
著
書M

anhaj al-
Tullab

と
一
六
世
紀
の
南
イ
ン
ド
の
マ
リ
バ
リ
（Zayn al-D

in 
al-M

alibari

）
の
著
書Fath al-M

u‘in
な
ど
の
書
物
を
主
要
な

情
報
源
と
し
、
一
七
七
九
年
に
バ
ン
ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
で
、
ス
ル
タ
ン

の
命
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
。
カ
タ
ロ
グ
に
よ
る
と
、
一
八
五
九
年

に
二
回
、
一
八
七
二
年
に
一
回
出
版
さ
れ
て
い
る
。
バ
ン
ジ
ャ
ー

リ
ー
の
著
作
は
、
他
に
も
、Tuhfat al-R

aghibin
が
一
八
九
四

年
に
出
版
さ
れ
、
ボ
ン
ベ
イ
で
は
、
一
九
〇
五
年
にB

idayat al-
M

ubtadi w
a-‘U

m
dat al-Aw

ladi

も
出
版
さ
れ
て
い
る
。（Fath 

al-M
u’in

そ
の
も
の
の
翻
訳
も
一
八
八
九
年
に
出
版
さ
れ
て
い

る
。）

　
一
七
世
紀
の
ア
チ
ェ
の
ウ
ラ
マ
ー
、
ヌ
ル
デ
ィ
ン
・
ラ
ニ
ー
リ

が
執
筆
し
た
法
学
書Sirat al-M

ustakim

も
一
八
六
四
年
に
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、
ラ
ニ
ー
リ
の
著
作
は
、

Fath al-M
ubin, Tanbih al-‘Aw

am
m

, H
idayat al-H

abib, 
Shifa’ al-Q

ulub

が
一
八
九
四
年
以
前
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。ヘ
ー

ル
に
よ
れ
ば
、
ラ
ニ
ー
リ
の
作
品
は
全
部
で
三
二
タ
イ
ト
ル
、
そ
の

う
ち
五
タ
イ
ト
ル
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
出
版
さ
れ
た
。

　
パ
レ
ン
バ
ー
ニ
ー
の
代
表
作H

idayat al-Salikin

も
一
八
七
二

年
以
降
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
及
び
ボ
ン
ベ
イ
で
頻
繁
に
出
版
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
本
は
、
こ
れ
は
今
で
も
マ
レ
ー
世
界
で
広
く
読
ま
れ

て
い
る
著
書
で
あ
る
が
、
パ
レ
ン
バ
ー
ニ
ー
が
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
著

書B
idayat al-H

idayah

の
内
容
を
マ
レ
ー
語
で
翻
訳
・
編
集

し
た
も
の
で
、
一
七
七
八
年
に
メ
ッ
カ
で
執
筆
さ
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
［K

ushim
oto 2014, p.7

］。
カ
タ
ロ
グ
で
確
認
で
き
る
の

は
、
一
八
七
二
年
、
一
八
七
三
年
、
一
八
八
九
年
、
一
九
〇
五
年
、

一
九
〇
六
年
、
一
九
一
二
年
で
あ
る
（
８
）

。
版
に
よ
っ
て
、
コ
メ
ン
ト
が

入
っ
た
り
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
キ
ス
ト
が
収
録
さ
れ

て
い
た
り
、
編
集
内
容
は
異
な
る
。
一
四
〇
ペ
ー
ジ
か
ら
二
四
五

ペ
ー
ジ
の
比
較
的
厚
い
本
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
出
版
が
継
続
さ

れ
、
一
九
一
二
年
版
は
四
〇
〇
〇
部
出
版
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い

る
。
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
著
作
は
編
集
翻
訳
版
、
翻
訳
版
な
ど
が
数
多
く

出
版
さ
れ
て
い
る
。M

inhaj al-‘Abidin

も
一
八
九
四
年
以
前
に

出
版
さ
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
最
も
有
名
な

大
著Ihya’ ‘U

lum
 al-D

in

は
、
サ
レ
・
ダ
ラ
ッ
ト
・
ス
マ
ラ
ン

が
、M

unjiyat
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
要
約
版
を
ジ
ャ
ワ
語
で
執
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献
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筆
し
た
。
こ
れ
も
、
一
八
九
三
年
以
降
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
及
び
ボ
ン

ベ
イ
で
頻
繁
に
出
版
さ
れ
た
。
カ
タ
ロ
グ
で
は
、一
八
九
三
年
三
回
、

一
八
九
五
年
二
回
、
一
九
〇
一
年
二
回
、
一
九
〇
六
年
二
回
の
出
版

記
録
が
あ
る
。
二
二
四
ペ
ー
ジ
〜
三
四
三
ペ
ー
ジ
で
、
一
九
〇
六

年
は
三
〇
〇
〇
部
出
版
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
本
で
あ
っ
た
。
こ
の
本
も
、
現
在
で
も
ジ
ャ
ワ
で
販

売
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
サ
レ
・
ダ
ラ
ッ
ト
は
他
に
も
、H

ikam
, 

Jaw
harat Taw

hid, M
ajm

u‘at al-Shari‘at al-K
afiyat li 

al-‘A
w

am
, Fasalatan, Lata’ if al-Taharat, M

inhaj al-
Atqiya, M

urid al-W
ajiz, Fath al-R

ahm
an, M

anasik al-
H

ajj w
a al-U

m
rat

な
ど
多
く
の
著
作
を
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ボ

ン
ベ
イ
で
一
八
七
一
年
〜
一
九
一
六
年
ま
で
出
版
し
て
い
る
。サ
レ
・

ダ
ラ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

　
マ
レ
ー
語
と
し
て
、
出
版
著
作
が
多
い
の
は
、
ダ
ウ
ド
・
パ
タ
ー

ニ
ー
で
あ
る
。
ヘ
ー
ル
の
カ
タ
ロ
グ
に
よ
る
と
三
六
タ
イ
ト
ル
の

作
品
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
以
下
の
七
タ
イ
ト
ル
の
著
作
が
一
九

世
紀
後
半
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。B

ab N
ikah

は
一
八
二
八
年
メ
ッ
カ
に
て
執
筆
、
一
八
七
〇
年
、
一
八
七
五
年
、

一
八
九
二
年
に
出
版
。Furu ‘al-M

asa’ il  

は
一
八
四
一
年
に

メ
ッ
カ
に
て
執
筆
、
一
八
七
四
年
に
出
版
。D

urr al-Tham
in  

は

一
八
一
六
年
に
メ
ッ
カ
に
て
執
筆
、
一
八
八
〇
年
と
一
九
一
三
年

に
出
版
。Sifat D

ua puluh 

は
一
八
八
四
年
に
出
版
。G

hayat 

al-Taqrib  

は
一
八
一
一
年
メ
ッ
カ
に
て
執
筆
、
一
八
八
七
年
出

版
。K

ashf al-G
hum

m
ah 

は
一
八
二
一
年
に
メ
ッ
カ
に
て
執

筆
、
一
八
八
七
年
に
出
版
。M

unyat al-M
usalli

は
一
八
二
六

年
に
メ
ッ
カ
に
て
執
筆
、
一
八
八
七
年
と
一
九
〇
八
年
に
出
版
。

Sullam
 al-M

ubtadi  

は
一
八
三
六
年
に
メ
ッ
カ
に
て
執
筆
、

一
八
九
五
年
出
版
（
９
）
。
ダ
ウ
ド
・
パ
タ
ー
ニ
ー
は
、
原
典
が
分
か
っ
て

い
る
著
作
だ
け
で
な
く
、
島
嶼
部
で
広
く
読
ま
れ
て
い
な
が
ら
、
原

典
執
筆
者
が
不
明
で
あ
るB

ab N
ikah

やSifat D
ua Puluh

の

よ
う
な
著
作
に
つ
い
て
も
、
編
集
・
出
版
し
て
い
る
。
彼
の
著
作
も

現
在
で
も
書
店
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
世
紀
末
に
メ
ッ
カ
の
ウ
ラ
マ
ー
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ

ン
ド
の
ム
ス
リ
ム
に
対
し
て
出
さ
れ
た
と
い
う
フ
ァ
ト
ワ
集

M
uhim

m
at al-N

afa’ is

も
一
八
九
四
年
以
前
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
出
版
さ
れ
て
い
る
［K

aptein 1995

］。

　
他
に
は
、
島
嶼
部
に
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
教
団
を
広
め
た
、
ミ

ナ
ン
カ
バ
ウ
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー
、
イ
ス
マ
イ
ル
・
ハ
リ
ー
デ
ィ
ー
・

ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
ィ
（Ism

a'il ibn ‘A
bd A

llah al-N
aqshabandi 

al-K
halidi al-M

inankabaw
i 1712-1844

）
に
よ
るK

ifayat 
al-G

hulam

も
一
八
九
四
年
以
前
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

サ
ン
バ
ス
、ス
ン
バ
ワ
な
ど
の
、様
々
な
マ
レ
ー
世
界
出
身
ウ
ラ
マ
ー

達
の
名
前
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
出
版
さ
れ
た
キ
タ
ー
ブ
の
執
筆
者

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
多
く
の
島
嶼
部
出
身
ウ
ラ
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マ
ー
の
ジ
ャ
ウ
ィ
に
よ
る
著
作
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
ボ
ン
ベ
イ
で
は
、
マ
レ
ー
語
だ
け
で
は
な
く
、
マ
レ
ー
語
以

外
の
現
地
諸
語
、
ジ
ャ
ワ
語
、
マ
ド
ゥ
ラ
語
、
ス
ン
ダ
語
の
キ
タ
ー

ブ
出
版
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
他
方
、
注
意
す
べ
き
点
は
、
前
述
の
ベ
ル
フ
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ

て
い
る
プ
サ
ン
ト
レ
ン
の
教
科
書
キ
タ
ー
ブ
が
ほ
と
ん
ど
出
版
記
録

に
出
て
こ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ル
フ
の
記
録
か
ら
で
は
、
正
確
に

ど
の
キ
タ
ー
ブ
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
五
〇
タ
イ

ト
ル
中
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ボ
ン
ベ
イ
で
出
版
が
確
認
で
き
る
の

は
、
八
タ
イ
ト
ル
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
四
つ
が
神
秘
主
義

で
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
三
作
と
ヒ
カ
ム
、
残
り
は
、
神
学
が
二
つ
、
法

学
が
二
つ
で
あ
る
。
法
学
書
は
ベ
ル
フ
の
記
録
に
は
十
六
冊
も
出

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
出
版
で
確
認
で
き
る

の
は
、Fath al-M

u‘in

と
次
のSafinat al-N

aja  
の
み
で
あ
る
。

ベ
ル
フ
に
も
記
録
さ
れ
て
お
り
、
写
本
と
し
て
も
有
名
なSittin 

M
as’alah

やTuhfat a-M
uhtaj

は
出
版
リ
ス
ト
に
は
見
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
。

　Safinat al-N
aja

は
プ
サ
ン
ト
レ
ン
な
ど
の
イ
ス
ラ
ー
ム
寄
宿

学
校
で
教
科
書
と
し
て
広
く
読
ま
れ
て
い
た
キ
タ
ー
ブ
と
し
て
有

名
で
あ
る
。
こ
れ
は
法
学
の
基
本
書
で
、
ベ
ル
フ
の
報
告
に
も
、

Sapinah

と
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
島
嶼

部
に
お
い
て
、
一
八
七
〇
年
代
か
ら
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
原
書
と
し
て
は
か
な
り
新

し
い
も
の
で
、
一
九
世
紀
に
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
出
身
の
サ
リ
ム
・
ビ
ン
・

ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
ビ
ン
・
ソ
マ
イ
ル
（Salim

 bin ‘ Abd Allah 
bin Sam

ir

）
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
キ
タ
ー
ブ
で
あ
る
。
彼
は
、

ま
ず
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
次
に
バ
タ
ビ
ア
に
移
住
し
、
そ
の
数
年
後

の
一
八
五
四
年
に
亡
く
な
っ
た
が
、
当
時
の
島
嶼
部
に
お
け
る
タ

リ
ー
カ
人
気
に
非
常
に
批
判
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
［Bruinessen 

1990, p.248

］。
一
冊
四
〇
〜
五
〇
ペ
ー
ジ
ほ
ど
で
、
一
九
〇
六
年

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、
価
格
が
〇
・
〇
五
ド
ル
で
、
一
万
部
出
版
さ

れ
て
い
る
［Proudfoot 1993, pp.450-451

］。
ま
た
、
こ
の
本

は
マ
レ
ー
語
を
始
め
、
様
々
な
地
方
語
に
も
翻
訳
さ
れ
た
。

　
神
学
と
し
て
は
、Jaw

harat al-Taw
hid

（Ibrahim
 al-Laqani

著 

一
六
三
一
年
死
去)

とK
ifayat al-‘ Aw

am
m

（M
uham

m
ad 

ibn al-Shafi ʿi al-Fudali

著
）
が
ベ
ル
フ
の
リ
ス
ト
に
存
在
し
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ボ
ン
ベ
イ
で
も
確
認
で
き
る
。Jaw

harat al-
Taw

hid

は
特
に
ジ
ャ
ワ
で
人
気
で
、
サ
レ
・
ダ
ラ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、

ジ
ャ
ワ
語
翻
訳
が
出
さ
れ
、
一
八
八
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
初

め
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
よ
り
目
に
つ
く
の
は
、
ユ
ス
フ
・

サ
ヌ
シ
（M

uham
m

ad bin Yusuf al-Sanusi 

一
四
九
〇
年
死
去
）

のU
m

m
 al-Barahin

の
様
々
な
注
釈
や
翻
訳
が
一
八
九
〇
年
代
以

降
、
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、M

uham
m

ad 
Zayn al-D

in ibn M
uham

m
ad Badaw

i al-Sum
baw

i

に
よ
る
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東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
展
開
と
キ
タ
ー
ブ
文
献
の
成
立
（
菅
原
）

Siraj al-H
ud

）
（1
（a

（
一
八
八
七
年
と
一
八
九
四
年
に
少
な
く
と
も
出
版

さ
れ
て
い
る
）、Zayn al-‘Abidin ibn M

uham
m

ad al-Fatani

に
よ
る’Aqidat al-N

ajin

（
一
八
九
一
年
、
一
八
九
三
年
二
回
出
版

さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
）、M

uham
m

ad Zayn ibn Jalal 
al-D

in al-Ashi
に
よ
るSharh U

m
m

 al-Barahin

が
あ
る
。

　
ハ
デ
ィ
ー
ス
は
ベ
ル
フ
の
リ
ス
ト
に
は
出
て
こ
な
い
が
、
現
在

も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
るB

ulugh al-M
aram

 

（Ibn H
ajar al- ‘Asqalani

著
一
三
七
二
―
一
四
四
九 

）
が

一
九
〇
一
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、Mi'raj

物
語
も
ハ
デ
ィ
ー

ス
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
た
。

三
　
一
般
庶
民
の
た
め
の
キ
タ
ー
ブ

　
キ
タ
ー
ブ
は
、
一
般
に
プ
サ
ン
ト
レ
ン
な
ど
の
宗
教
寄
宿
学
校
で

読
ま
れ
る
教
科
書
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
世

紀
末
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ボ
ン
ベ
イ
で
出
版
さ
れ
た
キ
タ
ー
ブ
に

は
、
明
ら
か
に
そ
う
し
た
従
来
の
読
者
と
は
異
な
る
読
者
を
対
象
に

し
た
も
の
が
出
て
き
て
い
た
。
つ
ま
り
、
宗
教
学
校
に
通
っ
た
こ
と

が
な
い
人
々
の
た
め
の
キ
タ
ー
ブ
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
キ
タ
ー
ブ
の
執
筆
者
と
し
て
有
名
で
あ
る

の
が
、
サ
レ
・
ダ
ラ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
彼
の
最
も
有
名
な
著
作
、M

ajm
u‘at al-Shari‘at al-K

afiyat li 

al-‘Aw
am

m
 

（
庶
民
の
た
め
の
シ
ャ
リ
ー
ア
集
、
以
降M

ajm
u‘a

）

は
、
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
ア
ラ
ビ
ア
語
が
読
め
ず
、
イ
ス
ラ
ー

ム
の
基
礎
知
識
を
持
た
な
い
人
を
対
象
に
し
た
法
学
書
で
あ
る
。

M
ajm

u‘a

は
、
何
ら
か
の
ア
ラ
ビ
ア
語
原
典
を
翻
訳
し
た
り
、
編

集
し
た
り
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ワ
の
人
々
が
ム
ス
リ
ム
と
し

て
正
し
い
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
コ
ン
パ
ク
ト
な
法
学
の

手
引
書
で
あ
り
、
普
段
の
お
こ
な
い
の
な
か
で
、
ど
れ
が
正
し
く
、

ど
れ
が
正
し
く
な
い
か
、
ま
た
何
を
し
て
は
い
け
な
い
の
か
、
何
を

す
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
ま
と
め
ら
れ
た
本
で
あ
る
。
易
し

い
ジ
ャ
ワ
語
で
、
一
章
ず
つ
、
祈
り
、
衣
服
、
遺
体
、
喜
捨
、
断
食
、

巡
礼
、
ハ
ラ
ー
ル
・
ハ
ラ
ー
ム
、
商
売
、
貸
付
、
結
婚
に
つ
い
て
、

書
か
れ
て
い
る
。
特
に
多
く
の
ペ
ー
ジ
が
割
か
れ
て
い
る
の
が
結
婚

の
章
九
〇
ペ
ー
ジ
（
全
体
の
三
〇
％
）、
祈
り
の
章
四
八
ペ
ー
ジ

（
全
体
の
一
六
％
）、
巡
礼
の
章
四
一
ペ
ー
ジ
（
全
体
の
一
四
％
）
で

あ
る
。
結
婚
は
、
結
婚
の
勧
め
、
配
偶
者
の
決
定
方
法
、
儀
礼
説
明
、

夫
婦
関
係
、
離
婚
・
再
婚
方
法
な
ど
、
祈
り
は
、
祈
り
の
種
類
、
方

法
、
清
め
方
な
ど
、
巡
礼
は
、
巡
礼
者
へ
の
忠
告
、
巡
礼
を
行
う
者

の
条
件
、
巡
礼
行
事
説
明
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　M
ajm

u‘a 

は
一
八
九
二
年
、
一
八
九
四
年
、
一
八
九
八
年 

に
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の 

ハ
ジ
・
ム
ハ
マ
ド
・
シ
デ
ィ
ク
（H

aji M
uham

m
ad 

Shidik
）
に
よ
っ
て
、
一
九
〇
六
年
、
一
九
一
六
年
に
ボ
ン
ベ
イ

の
ア
ル
・
カ
リ
ー
ム
社
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
［Proudfoot 
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1993, pp.327-328; Salim
 1991

］。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
二
〇

世
紀
に
入
り
、
ジ
ャ
ワ
で
出
版
社
が
開
業
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

ジ
ャ
ワ
の
書
店
・
出
版
社
で
出
版
が
開
始
さ
れ
た
。
出
版
時
期
が

は
っ
き
り
わ
か
る
も
の
と
し
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
のK

ITLV

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
、
ジ
ャ
ワ
北
海
岸
の
街
、
チ
ル
ボ
ン
の
ト
コ
・
メ
ッ
シ
ー

ル
（Toko M

esir /Al-M
esiryya )

社
で
一
九
三
四
／
三
五
年
に

出
版
さ
れ
た
版
が
あ
る
。Toko M

esir 

が
破
産
し
、
廃
業
し
た
後

は
、
や
は
り
北
海
岸
の
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
の
ラ
ジ
ャ
・
ム
ラ
（Rajah 

M
urah

） 

社
、
ス
マ
ラ
ン
の
ト
ハ
・
プ
ト
ラ
（Toha Putra

）
社

が
こ
の
本
の
出
版
権
を
買
取
り
、
出
版
を
し
続
け
た
。
こ
の
本
は
現

在
も
、Toha Putra

が
販
売
を
続
け
て
い
る
。M

ajm
u‘a

は
、
モ

ス
ク
や
ム
ソ
ラ
（
礼
拝
所
）
で
の
寄
宿
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
一
般
の
人
々
を
対
象

と
し
た
勉
強
会
に
お
い
て
、テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
、特
に
ジ
ャ

ワ
の
北
海
岸
に
お
い
て
、十
分
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
［Salim

 
1994

］。

　
サ
レ
・
ダ
ラ
ッ
ト
はM

ajm
u‘a

以
外
にFasalatan

（
礼
拝
）

と
い
う
礼
拝
の
基
礎
を
説
明
す
る
本
を
執
筆
し
て
い
る
。
四
〇
〜

六
〇
ペ
ー
ジ
の
ほ
ど
の
比
較
的
薄
い
本
で
、
一
八
九
三
年
に
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
と
ボ
ン
ベ
イ
で
出
版
さ
れ
、
や
は
り
そ
の
後
多
く
の
版
を

重
ね
た
。
一
九
〇
六
年
に
は
ボ
ン
ベ
イ
で
一
万
部
出
版
さ
れ
て
い

る
。
一
九
〇
五
年
に
は
、
ジ
ャ
ワ
語
か
ら
ス
ン
ダ
語
に
翻
訳
さ
れ
た

版
も
登
場
し
た
［Sugahara 2009

］。
こ
の
本
も
、
ジ
ャ
ワ
北
海

岸
の
都
市
ス
ラ
バ
ヤ
に
あ
る
、
最
も
歴
史
の
古
い
キ
タ
ー
ブ
書
店
・

出
版
社
の
一
つ
、
サ
リ
ム
・
ナ
ブ
ハ
ン
（Salim

 ibn N
abhan

）

社
が
続
け
て
出
版
し
て
い
る
。
こ
のFasalatan

が
よ
く
売
れ
た

理
由
の
一
つ
は
、
前
述
のM

ajm
u‘a

同
様
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
知
識

を
十
分
に
持
た
な
い
一
般
の
人
々
に
向
け
て
書
か
れ
た
本
で
あ
り
、

こ
の
本
が
礼
拝
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
有
用
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
マ
レ
ー
語
の
著
作
と
し

て
、K

itab R
ukun Sem

bahyang 

と
い
う
本
が
カ
タ
ロ
グ
に
は

出
て
い
る
。
こ
の
著
者
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
そ
の
代
わ
り
に
多

く
の
写
し
手
の
名
前
が
出
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
、
基
本
の
祈

り
、
死
者
へ
の
祈
り
、
断
食
月
に
必
要
と
さ
れ
る
種
々
の
祈
り
、
水

浴
び
を
す
る
際
の
祈
り
な
ど
多
く
の
祈
り
の
章
句
が
集
め
ら
れ
て
い

る
、
一
一
六
〜
一
二
〇
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
本
で
、
こ
れ
は
カ
タ
ロ
グ
で

確
認
で
き
る
限
り
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
一
八
七
九
年
、
一
八
八
五

年
、
一
八
八
九
年
、
一
八
九
三
年
、
一
八
九
五
年
に
出
版
さ
れ
、

一
九
一
一
年
に
は
ジ
ャ
ワ
語
版
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
出
版
さ
れ
て
い

る
［Proudfoot 1993

］。

　
こ
の
三
冊
は
、
プ
サ
ン
ト
レ
ン
の
教
科
書
と
し
て
キ
タ
ー
ブ
以
上

に
、
版
が
多
く
、
一
回
に
出
版
さ
れ
る
冊
数
も
多
か
っ
た
。
一
般
庶

民
向
け
の
キ
タ
ー
ブ
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ボ
ン
ベ
イ
で
出
版
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
九
世
紀
末
に
一
般
の
人
々
の
間
に
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開
と
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タ
ー
ブ
文
献
の
成
立
（
菅
原
）

イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
キ
タ
ー
ブ
は
、
宗
教
的
説
明
や
出
典
は
ほ
と

ん
ど
記
述
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
慣
習
の
誤
り

が
指
摘
さ
れ
、
ム
ス
リ
ム
と
し
て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
、
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
祈
祷
集
で
あ
り
、
よ
り
作
法
指
導
に
関
心
が
集
中
し

て
い
る
。
サ
レ
・
ダ
ラ
ッ
ト
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
急
増
し
た
メ
ッ

カ
巡
礼
者
に
対
す
るM

anasik al-H
ajj w

a al-U
m

rat

と
い
う

巡
礼
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
執
筆
し
て
い
る
。
彼
は
、Majm

u’a

の
な
か
で
、

た
だ
名
声
を
求
め
て
、
観
光
気
分
で
メ
ッ
カ
巡
礼
に
出
か
け
る
人
々

を
諌
め
、
巡
礼
の
意
味
を
考
え
る
よ
う
に
説
い
て
い
る
が
、
一
方

で
一
般
の
人
々
が
難
解
な
「
存
在
一
性
論
（w

ahdat al-w
ujud

）」

や
ジ
ャ
ワ
神
秘
主
義
の
経
典
の
内
容
を
知
る
こ
と
を
ハ
ラ
ー
ム
で
あ

る
と
も
し
て
い
る
［al-Sam

arani, p.27

］。

　
他
に
、
特
に
宗
教
寄
宿
学
校
だ
け
で
利
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

一
般
社
会
で
も
利
用
さ
れ
る
キ
タ
ー
ブ
と
し
て
、
一
般
的
な
祈
祷
集

が
あ
る
。
例
え
ば
、
ム
ハ
ン
マ
ド
生
誕
祭
で
朗
読
さ
れ
る
様
々
な

M
aulud

の
テ
キ
ス
ト
が
出
版
さ
れ
始
め
て
い
る
（
カ
タ
ロ
グ
に
は

一
八
七
一
年
か
ら
一
八
八
〇
年
代
、
一
九
〇
九
年
）。B

arzanji

の

テ
キ
ス
ト
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
た
。
ア
ラ
ビ
ア
語

の
テ
キ
ス
ト
に
マ
レ
ー
語
の
翻
訳
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
祈
祷
集
も
今
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
で
出

版
販
売
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、M

ujarrabat 

も
出
版
リ
ス
ト

の
中
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
身
体
的
・
精
神
的
障
害
に
対
処
す

る
た
め
の
様
々
な
効
能
を
も
つ
祈
祷
を
集
め
た
本
の
類
で
、
一
般
に

多
く
の
種
類
が
存
在
す
る
が
、「
迷
信
」と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
、Faw

a’id al-B
ahiyah

と
い

う
タ
イ
ト
ル
のM

ujarrabat

が
一
九
世
紀
末
に
出
版
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
後
半
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ボ
ン
ベ
イ
で

キ
タ
ー
ブ
の
出
版
が
始
ま
り
、
マ
レ
ー
語
を
は
じ
め
と
す
る
現
地
諸

語
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
文
献
が
東
南
ア
ジ
ア
島
嶼
部
に
広
く
供
給
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
一
九
世
紀
末
に
は
、
宗
教
学
校
に
通
っ

て
い
な
い
人
々
に
対
し
て
も
、
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
基
礎
知
識
や
祈

祷
を
教
え
る
キ
タ
ー
ブ
が
登
場
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ボ
ン
ベ
イ

は
、
一
九
一
〇
年
代
ま
で
キ
タ
ー
ブ
の
出
版
を
続
け
て
い
た
こ
と
は

確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
以
降
の
出
版
物
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な

い
。
次
に
説
明
す
る
中
東
で
の
キ
タ
ー
ブ
出
版
の
方
が
結
果
的
に
は

長
命
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ボ
ン
ベ
イ
と
中
東
で

は
出
版
物
の
特
徴
に
違
い
が
あ
り
、
よ
り
一
般
社
会
よ
り
の
キ
タ
ー

ブ
は
中
東
で
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
種
類
の
キ
タ
ー
ブ

は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
確
認
で
き
る
ジ
ャ
ワ
北
海
岸
諸
都
市
の
出

版
社
・
書
店
に
よ
っ
て
出
版
が
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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史
苑
（
第
七
九
巻
第
一
号
）

四
　
中
東
で
の
東
南
ア
ジ
ア
向
け
キ
タ
ー
ブ
出
版

　
一
八
七
〇
年
代
よ
り
、
中
東
に
お
い
て
も
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

の
巡
礼
者
（jaw

ah

）
の
増
加
に
合
わ
せ
、
東
南
ア
ジ
ア
ム
ス
リ

ム
向
け
の
キ
タ
ー
ブ
出
版
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
ブ
ー
ラ
ー

ク
（Bulaq

） 

と
カ
イ
ロ
に
お
い
て
、
キ
タ
ー
ブ
は
出
版
さ
れ
始
め

［W
ijoyo 1997

］、
カ
イ
ロ
が
東
南
ア
ジ
ア
向
け
キ
タ
ー
ブ
出
版
の

中
心
地
と
な
り
、
続
い
て
、
一
八
八
〇
年
代
後
半
か
ら
メ
ッ
カ
や
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
も
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
東
に
お
い
て

も
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
キ
タ
ー
ブ
だ
け
で
な
く
、
ジ
ャ
ウ
ィ
の
キ
タ
ー

ブ
も
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
け
て
輸
出
さ

れ
、
そ
の
後
東
南
ア
ジ
ア
に
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
レ
ー
語

だ
け
で
な
く
、
ジ
ャ
ワ
語
の
キ
タ
ー
ブ
（
ペ
ゴ
ン
）
も
わ
ず
か
な
が

ら
出
版
さ
れ
た
。
中
東
で
の
出
版
は
一
九
三
〇
年
代
ま
で
順
調
に
続

き
、
そ
の
後
数
は
減
少
し
た
が
一
九
五
〇
年
代
ま
で
続
い
て
い
た
。

　
カ
イ
ロ
で
キ
タ
ー
ブ
を
最
も
大
量
に
執
筆
し
、
出
版
し
た
の
は
、

ナ
ワ
ウ
ィ
・
バ
ン
テ
ン
で
あ
る
。
彼
は
バ
ン
テ
ン
生
ま
れ
で
あ
る
が
、

メ
ッ
カ
で
勉
学
を
修
め
、
教
鞭
を
と
り
、
終
生
故
郷
に
は
戻
ら
な

か
っ
た
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
る
。
彼
は
東
南
ア
ジ
ア
系
ム
ス
リ
ム
の
勉
学

の
役
に
立
つ
よ
う
に
、
マ
レ
ー
語
で
は
な
く
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
多
く

の
ア
ラ
ビ
ア
語
の
原
典
の
要
約
、
解
説
書
、
注
釈
書
な
ど
を
キ
タ
ー

ブ
と
し
て
執
筆
し
、
多
く
が
出
版
さ
れ
た
。
最
も
早
く
に
出
版
さ
れ

た
キ
タ
ー
ブ
は
ブ
ー
ラ
ー
ク
で
一
八
五
九
年
に
出
版
さ
れ
たFath 

al-M
ujib bi-Sharh M

ukhtasar al-K
hatib 

で
あ
る
［H

eer 
2012:51

］。
こ
の
キ
タ
ー
ブ
は
そ
の
後
、
一
八
九
八
年
ま
で
ブ
ー

ラ
ー
ク
、
カ
イ
ロ
、
メ
ッ
カ
で
続
け
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
ー
ル

の
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
ナ
ワ
ウ
ィ
・
バ
ン
テ
ン
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た

本
は
三
九
タ
イ
ト
ル
、
そ
の
う
ち
中
東
で
出
版
さ
れ
た
キ
タ
ー
ブ
は

三
八
タ
イ
ト
ル
に
上
り
、
特
に
一
八
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
出

版
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
出
版
数
は
、
他
の
キ
タ
ー
ブ
執
筆
者
に
比

べ
、
圧
倒
的
に
多
い
。

　
例
え
ば
、
前
述Safinat al-N

aja

の
解
説
書
を
、K

ashifat 
al-Saja’

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
執
筆
し
て
お
り
、
カ
イ
ロ
で

一
八
七
五
か
ら
一
八
八
七
年
ま
で
五
回
、
ブ
ー
ラ
ー
ク
で
一
八
九
一

年
に
出
版
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
。Safinat al-N

aja

同
様
に
人

気
が
あ
っ
た
、
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
出
身
の
ハ
シ
ム
・
バ
ア
ラ
ウ
ィ

（‘A
bd A

llah ibn al-H
usayn ibn Tahir ibn M

uham
m

ad 
ibn H

ashim
 Ba ‘Alaw

i 1778-1855

）
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ

た
法
学
書  Sullam

 Taw
fiq

に
つ
い
て
も
、
解
説
書  M

irqat 
Su‘ud al-Tasdiq

を
書
い
た
。
こ
れ
は
カ
イ
ロ
と
ブ
ー
ラ
ー
ク

で
一
八
七
五
年
か
ら
一
八
八
八
年
ま
で
六
回
出
版
さ
れ
て
い
た
。

Taw
shih ‘ala Sharh Ibn Q

asim
 al-G

hazzi, Q
ut al-H

abib 
al-G

harib
は
、
や
は
り
東
南
ア
ジ
ア
で
よ
く
読
ま
れ
て
い
る

Abu Shuja‘ Isfahani

著  Taqrib fi al-Fiqh

のM
uham

m
ad 
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文
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成
立
（
菅
原
）

al-G
hazzi

に
よ
る
解
説
書Fath al-Q

arib al-M
ujib

の
注
釈

書
で
あ
っ
た
。
前
者
は
、
カ
イ
ロ
で
一
八
八
三
、一
八
八
七
年
、

一
八
九
二
年
、
一
八
九
三
年
の
四
回
、
後
者
は
ブ
ー
ラ
ー
ク
で

一
八
九
六
年
、
カ
イ
ロ
で
一
八
八
三
年
、
一
八
九
一
年
、
メ
ッ
カ
で

一
八
九
一
年
の
四
回
の
出
版
記
録
が
あ
る
。

　M
araqi (M

i‘raj) al-‘U
budiyah 

は
、
ガ
ザ
ー
リ
ー
の

B
idayat al-H

idayah
の
解
説
書
で
、
一
八
五
九
年
か
ら

一
九
〇
九
年
ま
で
、
カ
イ
ロ
と
ブ
ー
ラ
ー
ク
で
八
回
出
版
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
原
典
の
人
気
も
手
伝
い
、
大
変
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で

あ
っ
た
［H

eer 2012, p.53

］。

　
ま
た
、
彼
が
手
が
け
た
キ
タ
ー
ブ
に
は
、
法
学
書
同
様
、
神
学
書

も
数
が
多
い
。
前
述
のU

m
m

 al-B
arahin

の
解
説
書D

hari‘at 
al-Yaqin

、
東
南
ア
ジ
ア
で
人
気
が
高
い
神
学
書K

ifayat al-
‘Aw

am

の
、Ibrahim

 al-Bajuri

に
よ
る
解
説
書Tahqiq al-

M
aqam

に
対
す
る
注
釈
書
と
し
て
書
か
れ
たTijan al-D

arari

、
N

ahraw
i

著D
urr al-Farid

の
解
説
書Fath al-M

ajid
、

‘Aqidat al-‘Aw
am

m

の
解
説
書N

ur al-Zalam

、R
iyad al-

B
adi‘ah

の
解
説
書Thim

ar al-Yani‘ah

、Zayn al-D
in ibn 

‘ Abd Allah al-M
alibari

著M
anzum

ah fi Shu‘ab al-Im
an

の
解
説
書 Q

am
i ‘al-Tughyan

が
人
気
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
彼
は
、
法
学
書
以
外
に
も
、
ア
ラ
ビ
ア
語
文
法
書
、
伝
承
、

ハ
デ
ィ
ー
ス
、
祈
祷
集
の
解
説
書
も
手
が
け
た
。
有
名
な
ア
ラ
ビ

ア
語
文
法
書Ajurrum

iyah

の
解
説
書 K

ashf al-M
urutiyah

、

Ja‘ far al-Barzanji

に
よ
る
ミ
ー
ラ
ー
ジ
ュ
物
語
のQ

issat 
al-M

i‘raj 

の
解
説
書D

urar al-B
ahiya

、Jalal al-D
in al-

Suyuti

著
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
で
あ
る Lubab al-H

adith

の
解
説

書Tanqih al-Q
aw

l al-H
athith

、Barzanji

に
よ
るM

aw
lid 

al-N
abi

の
解
説
書
と
し
てM

adarij al-Su‘ud ila Iktisa’ 
al-B

urud

とTarghib al-M
ushtaqin

な
ど
が
あ
る
［H

eer 
2012, pp.50-57

］。

　
彼
の
本
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ボ
ン
ベ
イ
で
は
出
版
さ
れ
た
記
録

が
見
当
た
ら
な
い
が
、
中
東
で
は
頻
繁
に
出
版
さ
れ
、
増
加
し
て
い

た
東
南
ア
ジ
ア
出
身
の
学
生
た
ち
の
教
科
書
と
し
て
、
使
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
二
〇
世
紀
に
入
る
と
、
次
第
に
こ
れ
ら
の
キ
タ
ー
ブ
は
東

南
ア
ジ
ア
で
も
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
ま
で
そ
れ
は
続
い

て
い
る
。
上
智
大
学
の
キ
タ
ー
ブ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
ナ

ワ
ウ
ィ
・
バ
ン
テ
ン
に
よ
る
著
作
は
、
二
〇
タ
イ
ト
ル
、
彼
の
著
書

の
翻
訳
版
も
入
れ
る
と
九
十
八
点
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
出
身
ウ
ラ

マ
ー
の
キ
ー
タ
ブ
著
者
と
し
て
は
最
も
収
録
数
が
多
い
。
彼
の
著
書

は
、
遅
く
と
も
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
キ

タ
ー
ブ
出
版
の
中
心
地
と
な
っ
た
ジ
ャ
ワ
の
北
海
岸
、
特
に
多
く
の

キ
タ
ー
ブ
出
版
社
・
書
店
が
存
在
す
る
ス
ラ
バ
ヤ
に
お
い
て
、
大
量

に
出
版
さ
れ
、
人
気
の
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
ジ
ャ
ワ
語
、
ス

ン
ダ
語
、マ
レ
ー
語（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
）、マ
ド
ゥ
ラ
語
の
翻
訳
バ
ー
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ジ
ョ
ン
も
出
版
さ
れ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
最
も
飛
び
抜
け
て
数
が

多
か
っ
た
の
は
、
夫
婦
関
係
に
つ
い
て
の
著
作‘U

qud al-Lujayn

で
、
こ
れ
は
上
述
の
す
べ
て
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

　
中
東
か
ら
の
出
版
物
と
し
て
、
最
も
人
気
が
あ
っ
た
の
は
、
確
か

に
ナ
ワ
ウ
ィ
・
バ
ン
テ
ン
で
あ
っ
た
が
、
彼
に
次
い
で
、
中
東
で
出

版
数
が
多
か
っ
た
の
は
、
第
二
章
で
説
明
を
し
た
ダ
ウ
ド
・
パ
タ
ー

ニ
ー
で
あ
る
。
彼
も
、
タ
イ
の
パ
タ
ニ
出
身
で
あ
る
が
、
中
東
で
勉

学
を
修
め
、
帰
郷
し
な
か
っ
た
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
る
。
第
二
章
で
説
明

し
た
通
り
、
彼
は
中
東
で
多
く
の
ジ
ャ
ウ
ィ
・
キ
タ
ー
ブ
を
執
筆
し
、

そ
れ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ボ
ン
ベ
イ
で
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
中
東

で
も
同
様
に
出
版
さ
れ
て
い
た
。
彼
の
著
書
は
確
認
で
き
る
範
囲
で

は
、
中
東
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
／
ボ
ン
ベ
イ
で
、
ト
ー
タ
ル
一
四
タ
イ

ト
ル
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
一
三
タ
イ
ト
ル
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
／
ボ
ン
ベ
イ
だ
け
で
な
く
、
中
東
で
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
必
ず
し
も
十
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
ア
ラ
ビ
ア
語

キ
タ
ー
ブ
が
主
流
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
も
う
一
つ
の
デ
ー
タ
と
し
て
、
書
店
・
出
版
社
ハ
ラ
ー
ビ
ー

（M
ustafa al-Babi al-H

alabi w
a Aw

laduhu

）
の
出
版
リ
ス

ト
を
挙
げ
る
。
ハ
ラ
ー
ビ
ー
は
、
か
つ
て
カ
イ
ロ
の
ア
ズ
ハ
ル
・
モ

ス
ク
の
近
く
に
店
を
構
え
て
い
た
、
東
南
ア
ジ
ア
人
向
け
の
キ
タ
ー

ブ
を
出
版
・
販
売
す
る
最
も
有
名
な
店
で
あ
っ
た
［Bruinessen 

1995, p.231

］。
ハ
ラ
ー
ビ
ー
は
今
も
カ
イ
ロ
で
一
九
三
〇
〜
五
〇

年
代
の
出
版
物
を
販
売
し
て
お
り
、
完
売
す
る
と
、
再
び
同
じ
も
の

を
印
刷
し
て
販
売
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
。
表
一

は
、
筆
者
が
二
〇
一
一
年
に
ハ
ラ
ー
ビ
ー
で
調
査
を
行
っ
た
時
に
入

手
し
た
販
売
リ
ス
ト
と
キ
タ
ー
ブ
実
物
に
記
載
さ
れ
て
い
た
情
報
を

元
に
作
成
し
た
。
実
物
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
書
か
れ
て
い

た
出
版
年
を
記
載
し
た
が
（
こ
の
出
版
年
は
出
版
開
始
年
と
い
う
意

味
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
年
に
は
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
）、
実
物
が
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
出
版
年
や
執
筆

者
の
正
確
な
デ
ー
タ
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
法

学
二
六
タ
イ
ト
ル
、
神
学
二
六
タ
イ
ト
ル
、
祈
祷
が
七
タ
イ
ト
ル
、

神
秘
主
義
が
六
タ
イ
ト
ル
、
ア
ラ
ビ
ア
語
文
法
が
二
タ
イ
ト
ル
、
ハ

デ
ィ
ー
ス
が
二
タ
イ
ト
ル
、
そ
の
他
が
九
タ
イ
ト
ル
の
計
七
四
タ
イ

ト
ル
が
確
認
で
き
る
。
言
語
と
し
て
は
、
確
認
で
き
な
い
も
の
も
多

か
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
、
マ
レ
ー
語
が
三
二
タ
イ
ト
ル
、
ジ
ャ
ワ

語
が
二
タ
イ
ト
ル
、
ス
ン
ダ
語
が
二
タ
イ
ト
ル
、
見
つ
か
っ
た）
（（
（

。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ボ
ン
ベ
イ
で
人
気
を
博
し
た
、
ラ
ニ
ー
リ
のSirat 

al-M
ustaqim

、
パ
レ
ン
バ
ー
ニ
ー
のH

idayat al-Salikin

、
ミ

ナ
ン
カ
バ
ウ
ィ
ー
のK

ifayat al-G
hulam

な
ど
の
著
作
、
ガ
ザ
ー

リ
ー
のB

idayat al-H
idayah

とM
inhaj al-‘Abidin

の
翻
訳
、

イ
ス
カ
ン
ダ
ー
リ
ー
のH

ikam

の
翻
訳
な
ど
が
出
版
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

　
神
学
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ボ
ン
ベ
イ
で
み
な
か
っ
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た
新
し
い
書
も
多
か
っ
た
。
例
を
あ
げ
る
と
、‘ Abd al-Q

adir 
ibn Sabir al-M

andahilin (M
andahiling)

の
作
品Fath al-

R
ahm

an fi ‘A
qa’id al-Im

an

、A
hm

ad ibn M
uham

m
ad 

Yunus Langka (Lingga)

が
マ
レ
ー
語
に
翻
訳
し
た D

aqa’iq 
al-Akhbar fi D

hikr al-Jannah w
a al-N

ar

、M
uham

m
ad 

Tayyib al-M
a‘ ud al-B

anjari 

著M
iftah al-Jannah

、

H
usayn N

asir ibn M
uham

m
ad Tayyib al-M

as‘  udi al-
Banjari 

に
よ
るTam

rin al-Sibyan fi B
ayan Arkan al-

Islam
 w

a al-Im
an

、M
uham

m
ad Salih ibn Zayn al-

‘Abidin ibn M
uham

m
ad al-Fatani

に
よ
るSiraj al- Q

ari‘' 
‘ U

thm
an ibn Shihab al-D

in Pontianak

に

よ

る Fath 
al-M

utafakkirin

、Zayn al-‘ A
bidin ibn M

uham
m

ad al-
Fatani 

に
よ
るM

iftah al-M
urid

と‘Aqidat al-N
aji

）
（1
（n

、

R
aden M

uham
m

ad M
ukhtar ibn R

aden N
atanagara 

Jaw
i B

ogor

に

よ

る‘A
qidat ahl al-Sunnah w

a al-
Jam

a‘ah

とH
idayat al-M

ubtadi’ in ila Suluk M
aslak 

al-M
uttaqin

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
最
後
の
２
つ
が
ス
ン
ダ
語
で

の
出
版
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
キ
タ
ー
ブ
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら

三
〇
年
代
に
ハ
ラ
ー
ビ
ー
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

ジ
ャ
ウ
ィ
・
キ
タ
ー
ブ
の
執
筆
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
中
東
に
増

加
し
た
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
ジ
ャ
ウ
ィ
・
キ
タ
ー
ブ
は
中
東
に
お
い
て
、
多
く
の
留
学
生
の

執
筆
に
よ
っ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
版
期
よ
り
、
さ
ら
に
そ
の
種
類

を
増
や
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
上
智
大
学
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
も
存
在
し
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
部
分
に
は
、
中
東
版
の

レ
プ
リ
ン
ト
で
あ
る
と
の
記
載
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
キ
タ
ー
ブ
も
あ

る
。
中
東
で
出
版
さ
れ
始
め
た
新
し
い
キ
タ
ー
ブ
も
、
中
東
で
の
出

版
が
衰
退
し
た
後
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
ジ
ャ
ワ
の
出
版
社
に
引
き

継
が
れ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
、
ジ
ャ
ウ
ィ
・
キ
タ
ー
ブ
が
ジ
ャ

ワ
の
北
海
岸
諸
都
市
で
出
版
さ
れ
始
め
た
。
そ
の
う
ち
最
も
古
い
と

さ
れ
て
い
る
の
が
、
チ
ル
ボ
ン
の
ト
コ
・
メ
ッ
シ
ル
と
ス
ラ
バ
ヤ
の

サ
リ
ム
・
ナ
ブ
ハ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
に
、プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
、ス
マ
ラ
ン
、

バ
タ
ビ
ア
が
続
い
た
［B

ruinessen 1995, p.233; Sugahara 
2009, p.11

］。
彼
ら
は
町
の
中
心
に
位
置
す
る
モ
ス
ク
周
辺
に
広

が
る
ア
ラ
ブ
人
街
（kam

pung Arab

）
で
商
売
を
始
め
た
ア
ラ
ブ

人
で
、
当
初
、
エ
ジ
プ
ト
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ボ
ン
ベ
イ
に
本
を
注

文
し
て
販
売
し
て
い
た
が
、
次
第
に
、
自
ら
出
版
す
る
よ
う
に
な
り
、

彼
ら
の
商
売
は
今
も
続
い
て
い
る
。

　
彼
ら
は
ま
ず
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ボ
ン
ベ
イ
で
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

を
再
販
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
彼
ら
の
出
版
リ
ス
ト
は
現
存
せ
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表１　ハラービー出版リスト
ジャンル タイトル 執筆者 出版年 言語

1 Doa Targhib al-Mustaqin Muhammad Nawawi ibn 'Umar al-Jawi 
al-Bantani

1952 Arabic

2 Doa Khutbbah al-Jumat n.d. n.d
3 Doa Majmu' Jalal al-Din n.d. n.d
4 Doa Majmu' sharif n.d. n.d
5 Doa Mu'allim al-Khitabah n.d. n.d
6 Doa Mujarrabat al-Fawa'id n.d. n.d
7 Doa Risalah adab al-dhikir n.d. n.d
8 Ethics Hidayat  al -Mubtadi ' in  i la 

Suluk Maslak al-Muttaqin
Raden Muhammad Mukhtar ibn Raden 
Natanagara Jawi Bogor

1927 Sunda

9 Fiqh Hukum Jima Ahmad ibn Sulayman Kamal Pasha 1938 Malay
10 Fiqh Bab al-Nikah anon n.d. n.d
11 Fiqh Muhimmat al-Nafa'is fi Bayan 

As'ilat al-Hadith
anon n.d. n.d

12 Fiqh Bidayat al-Mubtadi wa-'Umat 
al-Awlad

anon n.d. n.d

13 Fiqh Samir al-Sibyan Hasan al-Din ibn Muhammad Ma'sum 
ibn Abi Bakr

1934 Malay

14 Fiqh Kifayat al-Ghulam [Isma‘ıl ibn ‘Abd Allah al-Naqshabandi 
al-Khalidı al-Minankabawi]

n.d. Malay

15 Fiqh Wishah al-Afrah wa-Isbah al-
Falah

Muhammad ibn Isma'il Dawud al-
Fatani

1923 Malay

16 Fiqh Kshifat al-Saja 'ala safainat al-
Naja

Muhammad Nawawi ibn 'Umar al-Jawi 
al-Bantani

Arabic

17 Fiqh Qut al-Habib al-Gharib Muhammad Nawawi ibn 'Umar al-Jawi 
al-Bantani

1938 Arabic

18 Fiqh Sullam al-Munajah 'ala Safinah 
al-Salah

Muhammad Nawawi ibn 'Umar al-Jawi 
al-Bantani

Arabic

19 Fiqh Hidayat al-Sibyan Muhammad Tayyib ibn Mas'ud al-
Banjari

1936 Malay

20 Fiqh Qurrat al-'Ayn li-Fard al-'Ayn Muhammad Zayn al-Jawi Jambi 1924 Malay
21 Fiqh Kashf al-Kiram fi Bayan niyat 

takbirat al-ihram
Muhammad Zayn ibn al-Faqih Jalal al-
Din al-Ashi

1927 Malay

22 Fiqh Sirat al-Mustaqim Nur al-Din al-Raniri 1937 Malay
23 Fiqh Kifayat al-Mubtadin anon n.d. n.d
24 Fiqh Maslak al-Akhyar [‘Uthman ibn ‘Abd Allah ibn ‘Aqil ibn 

Yahya al-‘Alawı al-Batawi]
n.d. n.d

25 Fiqh Miftah al-sabil anon n.d. n.d
26 Fiqh Munayat al-Musalli anon n.d. n.d
27 Fiqh Munjiyat al-Anam anon n.d. n.d
28 Fiqh Nasihat ahl Mayyit anon n.d. n.d
29 Fiqh Nazam al-Qalidah anon n.d. n.d
30 Fiqh Qawl al-Sadid anon n.d. n.d
31 Hadith Manhaj dhawi al-Nazr Muhammad Mahfuz ibn 'Abd Allah al-

Tirmisi 
1985 Java

32 Hadith Hadith al-Mi'raj anon n.d. n.d
33 Nahwu Nuzhat al-Ikhwan fi Ta'lim al-

Lughat wa-Tafsir Ikhtilafat al-
Iisan

Abd Allah ibn Isma'il al-Ashi 1930 Malay

34 Nahwu Sarf al-Wadih anon n.d. n.d
35 Others Kayfiyat khatm al-Quran 1923 n.d
36 Others Jam'al Fawa'id wa-Jawahir al-

Qala'id
Dawuh ibn 'Abd Allah al-Fatani 1927 Malay

37 Others Jam 'jawami' al-Musannafat Ismai'il ibn 'Abd al-Mutallib al-Ashi 1925 Malay
38 Others Tuhfat al-Ikhwan fi tajwid al-

Quran
Ismai'l ibn 'Abd al-Mutallib al-Ashi 1920 Malay
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ジャンル タイトル 執筆者 出版年 言語
39 Others Ini risalah yang kecil pada 

bicarakan ilmu tajwid al-Quran
Muhammad Salih ibn Zayn al-'Abidin 
ibn Muhammad al-Fatani

1923 Malay

40 Others Siraj al-Qari Muhammad Salih ibn Zayn al-'Abidin 
ibn Muhammad al-Fatani

1938 Malay

41 Rukun Parukunan 'Abad al-Rashid n.d. n.d
42 Rukun Parukunan Jamal al-Din n.d. n.d
43 Tasawwuf Hidayat al-Salikin fi suluk 

maslak al-Muttaqin
Abd al-Samad al-Falimbani 1922 Malay

44 Tasawwuf Hikam Muhammad Sal ih ibn 'Umar al -
Samarani

1928 Java

45 Tasawwuf Bidayat al-Hidayat Muhammad Zayn ibn al-Faqih Jalal al-
Din al-Ashi

1923 Malay

46 Tasawwuf Durr al-Nafis n.d. n.d
47 Tasawwuf Minhaj al-'Abdin n.d. n.d
48 Tasawwuf Tariqah al-Jaddidah n.d. n.d
49 Tawhid Fath al-Rahman fi 'Aqa'id al-

Iman
Abd al-Qadir ibn Sabir al-Mandailling 1923 Malay

50 Tawhid Nazm al-Tawhid wa al-nasihat Ahmad ibn 'Abd al-Ra'uf ibn 'Abd al-
Rahman Malaka

1936 Malay

51 Tawhid Daqa'iq al-Akhbar fi Dhikr 
Jannat wa al-Nar

Ahmad ibn Muhammad Yunus Lingga 1922 Malay

52 Tawhid Muqaddimat al-Sibyan anon 1930 n.d
53 Tawhid Sharh usul al-Tahqiq anon 1939 n.d
54 Tawhid Tuhfat al-Raghibin anon  [Palembani? Banjari?] 1939 n.d
55 Tawhid Durr al-Thamin Dawud ibn 'Abd Allah al-Fatani 1923 Malay
56 Tawhid Shu'b al-Iman Dawud ibn 'Abd Allah al-Fatani 1936 Malay
57 Tawhid Tamrin al-Sibyan fi Bayan 

Arkan al-Islam wa al-Iman
Husayn Nasir Muhammad Tayyib al-
Ma'ud al-Banjari

1929 Malay

58 Tawhid Miftah al-din lil-Mubtadi Muhammad 'Ali ibn 'Abd al-Mutallib 
al-Khalidi

1921 Malay

59 Tawhid Yawaqit  wa al -Jawahir  f i 
'Uqubat ahl al-Kaba'ir 

Muhammad 'ali ibn 'Abd al-Rashid ibn 
'Abd Allah al-Jawi al-Qadi al-Sumbawi

1936 Malay

60 Tawhid Usul al-din I 't iqad ahl al-
Asunnah wa al-Jama'ah

Muhammad Mukhtar ibn 'Atarid al-
Jawi al-Batawi al-Buquri

1921 Malay

61 Tawhid Nur al-Zalam Muhammad Nawawi ibn 'Umar al-
Jawi al-Bantani

1936 Malay

62 Tawhid Siraj al- Qari' Muhammad Salih ibn Zayn al-'Abidin 
ibn Muhammad al-Fatani

1919 Malay

63 Tawhid Miftah al-Jannah Muhammad Tayyib ibn Mas'ud al-
Banjari

1923 Malay

64 Tawhid Bad 'Khlaq al-Samawat wa al-
Ard

Nur al-Din al-Raniri 1929 Malay

65 Tawhid  'Aqa'id ahl al-Sunnah wa al-
Jama'ah

Raden Muhammad Mukhtar ibn Raden 
Natanagara Jawi Bogor

1922 Sunda

66 Tawhid Asbab al-Murtad Umar ibn Zayn al-'Abidin Fatani 1936 Malay
67 Tawhid Fath al-Mutafakkirin Uthman ibn Shihab al-Din Pontianak 1930 Malay
68 Tawhid Miftah al-Murid fi ' i lm al-

Tawhid
Zayn al-'Abidin ibn Muhammad al-
Fatani

1936 Malay

69 Tawhid  ‘Aqidat al-Najin [Zayn al-'Abidin ibn Muhammad al-
Fatani]

n.d. n.d

70 Tawhid Assas al-Islam n.d. n.d
71 Tawhid Fawa'id al-Asriyah n.d. n.d
72 Tawhid R i s a l a h  a l - T a w h i d  l i 

Muhammad 'Abduh
n.d. n.d

73 Tawhid Sifat dua puluh n.d. n.d
74 Tawhid Umdat al-Ghulam n.d. n.d
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ず
、
ま
た
出
版
年
が
記
さ
れ
て
い
る
キ
タ
ー
ブ
も
数
が
少
な
い
が
、

一
九
三
〇
年
代
に
ト
コ
・
メ
ッ
シ
ル
と
サ
リ
ム
・
ナ
ブ
ハ
ン
が
出
版

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
出
版
年
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
み
つ

か
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、K

ITLV

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
、
ト
コ
・
メ
ッ

シ
ル
に
よ
っ
て
一
九
二
九
年
と
一
九
三
四
年
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た

サ
レ
・
ダ
ラ
ッ
ト
のM

unjiyat saking Ihya’ ‘U
lum

 al-D
in

、

一
九
三
五
年
に
出
版
さ
れ
たM

ajm
u‘a

、
サ
リ
ム
・
ナ
ブ
ハ
ン
に

よ
っ
て
一
九
三
三
年
に
出
版
さ
れ
たFasalatan

の
実
物
が
保
管

さ
れ
て
い
る 

［Sugahara 2009, pp.8-10

］。
キ
タ
ー
ブ
出
版
社

は
、
二
〇
世
紀
前
半
に
ジ
ャ
ワ
の
北
海
岸
、
特
に
ス
ラ
バ
ヤ
に
最
大

の
キ
タ
ー
ブ
出
版
・
書
店
街
を
形
成
し
、
そ
の
後
、
東
南
ア
ジ
ア
各

地
に
も
拡
散
し
て
い
っ
た
。

　
ジ
ャ
ウ
ィ
・
キ
タ
ー
ブ
の
出
版
地
は
一
九
世
紀
後
半
か
ら
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
ボ
ン
ベ
イ
、
中
東
、
そ
し
て
二
〇
世
紀
に
入
り
、
ジ
ャ

ワ
北
海
岸
諸
都
市
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
れ
ま
で
イ
ス
ラ
ー
ム
寄
宿
学
校
に
お
い
て
写
本
さ
れ
、
教
科
書

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
キ
タ
ー
ブ
は
、
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
人
々
に
入
手
し
や
す
い
も
の
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
東
南

ア
ジ
ア
の
ム
ス
リ
ム
は
、
寄
宿
学
校
で
学
ぶ
こ
と
な
し
に
、
キ
タ
ー

ブ
を
購
入
し
て
、イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

一
七
世
紀
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
の
ウ
ラ
マ
ー
に
よ
っ
て
マ
レ
ー
語
で
書

か
れ
た
キ
タ
ー
ブ
は
、
よ
り
広
い
読
者
の
手
に
わ
た
る
よ
う
に
な
っ

た
。さ
ら
に
、イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
意
識
を
し
始
め
た
一
般
の
人
々

に
向
け
た
、
広
い
読
者
層
を
想
定
し
た
キ
タ
ー
ブ
も
登
場
し
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
や
ボ
ン
ベ
イ
で
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
が
生
ま
れ
た
。
そ
う
し

た
キ
タ
ー
ブ
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ボ
ン
ベ
イ
か
ら
出
版
業
が
撤
退

し
て
も
、引
き
続
き
ジ
ャ
ワ
北
海
岸
で
出
版
さ
れ
続
け
た
。
例
え
ば
、

M
ajm

u‘a 

は
、
チ
ル
ボ
ン
、
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
、
ス
マ
ラ
ン
へ
と
出

版
地
を
変
え
な
が
ら
、
生
き
残
り
続
け
た
。

　
他
方
、
同
じ
よ
う
に
一
八
七
〇
年
代
に
ジ
ャ
ウ
ィ
・
キ
タ
ー
ブ
の

出
版
を
始
め
た
中
東
で
は
、
一
七
〜
一
八
世
紀
の
東
南
ア
ジ
ア
出
身

ウ
ラ
マ
ー
の
作
品
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
ア
ラ
ビ
ア
語
原
典
の
翻
訳

書
、
解
説
書
、
注
釈
書
の
出
版
が
さ
ら
に
増
加
し
、
古
典
的
法
学
書

に
加
え
、
神
学
書
の
新
た
な
解
釈
書
・
注
釈
書
が
出
版
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
は
一
般
向
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
二
〇
世
紀
初
頭
に
急
増
し
た

イ
ス
ラ
ー
ム
を
学
ぶ
留
学
生
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
学
ぶ
学
生

に
向
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
キ

タ
ー
ブ
も
中
東
で
の
出
版
が
停
滞
し
た
後
、
ジ
ャ
ワ
北
海
岸
に
出
版

は
引
き
継
が
れ
た
。
こ
う
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ボ
ン
ベ
イ
で
の

出
版
キ
タ
ー
ブ
、
中
東
で
出
版
さ
れ
た
キ
タ
ー
ブ
は
、
す
べ
て
ジ
ャ

ワ
に
引
き
継
が
れ
、
そ
の
後
東
南
ア
ジ
ア
各
地
で
出
版
さ
れ
る
キ

タ
ー
ブ
群
を
構
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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立
（
菅
原
）

註（１
）
東
南
ア
ジ
ア
キ
タ
ー
ブ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ア
ジ
ア
文
化
研
究

所
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
拠
点
グ
ル
ー
プ
二「
東
南
ア
ジ
ア
・
イ
ス

ラ
ー
ム
の
展
開
」（
二
〇
〇
七
―
二
〇
一
〇
年
度
）、
お
よ
び
イ
ス

ラ
ー
ム
研
究
セ
ン
タ
ー「
東
南
ア
ジ
ア
・
ム
ス
リ
ム
と
近
代
」
研
究
班

（
二
〇
一
一
―
二
〇
一
五
年
度
）
の
研
究
活
動
成
果
で
あ
る
。http://

dept.sophia.ac.jp/is/iac/library_info/collection/index.htm
l

（
２
）
本
稿
は
、[Sugahara 2009][Sugahara2012]

に
情
報
追
加
及

び
改
定
を
し
て
作
成
し
た
原
稿
で
あ
る
。

（
３
）
本
稿
で
は
ア
ラ
ビ
ア
語
原
文
テ
キ
ス
ト
の
こ
と
をm

atn/ m
atan

、

解
説
の
こ
と
をsharh/ syarah
、
注
釈
の
こ
と
をhashiya, 

hasyiyah

と
呼
ぶ
。

（
４
）
ジ
ャ
ウ
ィ
文
字
に
は
、
通
常
の
ア
ラ
ビ
ア
文
字
に
加
え
、p, c, g, 

ng, n, v

を
表
記
す
る
た
め
に（v

は
一
九
八
六
年
マ
レ
ー
シ
ア
で
考

案
）、
点
を
増
や
し
た
新
し
い
六
つ
の
文
字
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
現

在
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
綴
り
の
マ
レ
ー
語
は
、
ジ
ャ
ウ
ィ（jaw

i

）
ま
た

は
ア
ラ
ブ
・
ム
ラ
ユ（A

rab M
elayu

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
東
南
ア

ジ
ア
が
西
欧
列
強
に
よ
っ
て
、
植
民
地
分
割
さ
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
国
家
が
成
立
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
マ

レ
ー
語
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
と
マ
レ
ー
シ
ア
語
と
い
う「
国
語
」
に
分

け
ら
れ
、
文
字
も
次
第
に
ロ
ー
マ
字
綴
り
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
っ

た
。

（
５
）
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
、
ウ
ス
ー
ル
・
ア
ル
・
フ
ィ
ク
フ（usul al-

fiqh 

法
理
論
）
の
解
説
書
が
ジ
ャ
ワ
人
宗
教
学
者
に
よ
っ
て
書
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
法
を
丸
暗
記
す
る
の
で
は
な
く
、
法

に
つ
い
て
さ
ら
に
理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る
流
れ
が
、
改
革
派
に
よ
っ

て
導
入
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
現
在
で
は
法
理
論
は
中
上
級
向

け
の
主
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

（
６
）
現
地
語
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
と
の
併
用
の
も
の
も
含
ま
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
７
）
一
八
八
四
年
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
、
一
八
八
五
年
に
ブ
ー
ラ
ー

ク
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
８
）
タ
イ
ト
ル
がB

idayat al-Salikin

に
な
っ
た
り
、H

idayat 
Salikin

に
な
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
そ
の
説
明
を
見
る
と
、
お
そ
ら

く
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、

編
集
の
仕
方
は
異
な
る
。

（
９
）
執
筆
年
に
関
す
る
情
報
は[H

eer 2012]

に
基
づ
く
。

（
10
）[Proudfoot 1993]

に
はSiraj al-H

adi 

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
タ
イ
ト
ル
か
ら
執
筆
者
や
言
語
が
わ
か
る
も
の
も
あ
る
が
、
翻
訳

で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
実
物
確
認
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
不
明
と
し
た
。

（
12
）‘ A

qidat al-N
ajin

はA
hm

ad ibn M
uham

m
ad Zayn ibn 

M
ustafa ibn M

uham
m

ad al-Fatani

の
作
品
と
す
る
説
も
あ
る
。

（
大
阪
大
学
言
語
文
化
研
究
科
准
教
授
）
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On the Publishing of Kitab Literature and the Expansion of Islam 
in Southeast Asia in the 19th and 20th centuries

 
SUGAHARA, Yumi

 
During the 19th and 20th centuries, insular Southeast Asia began to 

experience a fresh wave of Islamization, marked by both a considerable 
increase in the number of pilgrims to Mecca, and an increase of Islamic 
schools (pesantren, pondok, dayah and so on) in local villages. The demand 
for Islamic textbooks called kitab also increased in proportion to the num-
ber of the students of those schools. The technique of printing, which had 
just been introduced into the Islamic world in the 19th century, favoured 
the business of publishing kitabs in Singapore and Bombay. In the 20th 
century, these kitabs began to be published in Java which allowed to tailor 
them to the requirements of the local society. In the process, new types of 
kitabs were created. These were concise and addressed the common urban 
people who had not received training in Islamic schools, focusing on rules 
of how to lead one’s daily life as a virtuous Muslim. Islamic knowledge, 
which until then had been relatively closed inside the Islamic schools, now 
became accessible to a wider audience. At the same time kitabs from the 
Middle East containing commentaries and translations of the classical Ara-
bic textbooks increased in number. These were written by Southeast Asian 
Muslim scholars living in the Middle East; they aimed in the first place 
at students of Islamic dogma. Today, the business of publishing kitabs for 
the Indonesian market has almost disappeared from Mecca and Cairo, and 
also from Singapore and Bombay. Publication is concentrated in Southeast 
Asia, mainly in Indonesia. The kitabs once published in Singapore, Bom-
bay, and the Middle East can still be found, as a historical enrichment of 
the kitabs circulating in Southeast Asia.
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